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郵
便
番
号
、
年
令
、
電
話
番
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返
信
用
あ
て
先
を
明
記
の
こ
と

画
地
付
和
J

◎
五
六
四
－
〇
〇
四
一

吹
田
市
泉
町
一
－
三
－
四
〇

吹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

三
島
地
区
広
域
事
業
事
務
局

℡
〇
六
－
三
八
四
1
二
二
二
一

内
線
　
二
八
五
六

大
阪
府
内
で
開
催
さ
れ
る
展
示
・

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の

情
報
を
い
ち
は
や
く
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

喝
。
二
一
．
劫

十
月
六
日
か
ら
十
二
〃
六
日
ま
で

同
山
竹
園

大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
植
物
離

南
河
内
如
河
南
町
人
？
火
山
∴
九
九
番
地

十
月
六
日
必
着

結
果
は
十
月
十
二
日
ま
で
に
通
知

◎
平
成
十
年
度
三
島
地
区
生
涯
学

習
連
携
事
業
と
し
て
、
郷
土
の
歴

史
と
文
学
を
様
々
な
分
野
か
ら
学

ぶ
連
続
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

三
島
地
区
各
市
と
も
多
様
な
講

師
を
お
む
か
え
し
て
秦
し
く
学
べ

る
講
座
で
す
。

摂
津
市
で
は
、
十
二
月
十
日
に

摂
津
市
生
涯
学
習
課
主
査
・
薯
荷

充
華
氏
、
十
二
月
十
七
日
に
花
園

大
学
文
学
部
教
授
・
服
部
敬
氏
の

両
氏
の
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
ま
で
。

開
館
哺
捌
午
前
十
時
か
ら
牛
後
五
時

間
．
喝
．
‥
且
毎
週
〃
曜
日

た
だ
し
、
卜
一
パ
二
十
三
日
は
聞
郎

二
十
四
日
は
休
館

◎
期
間
中
は
、
地
階
ホ
ー
ル
に
て
雅

史
セ
ミ
ナ
ー
や
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

も
閲
催
さ
れ
ま
す
。

℡
　
〇
七
二
一
卜
九
三
－
八
二
二



2

繋
∴
さ
ん
●
お
ば
あ
三
品
を
し
た

摂
津
市
域
　
葛
農
習
鼻
も
膏
■
偏
て
≪
三
協
㌻
払

そ
の
6
　
米
作
り
（
1
）

第6号　　　　　　　　那二才：亜沖的としえ凋爾

摂
津
市
域
は
も
と
も
と
米
作
中

心
の
農
業
地
域
で
し
た
。
現
在
の

機
械
化
さ
れ
た
米
作
り
と
違
っ
て

昔
は
た
い
へ
ん
手
間
暇
の
か
か
る

作
美
で
し
た
。

米
作
り
の
一
年
間
の
流
れ
を
、

直
接
的
な
作
業
の
み
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。
　
八
町
で
の
聞
き
取
り

国
M
M
］
（
あ
ら
撃
L
L
）

冬
の
初
め
に
、
年
に
カ
ラ
ス
キ

を
引
か
せ
て
、
和
の
土
を
粗
く
起

こ
す
。

［
ぬ
凪
u
田
起
こ
し
し
て
お
い
た
土
を
、

ク
ヮ
で
劇
か
く
く
だ
く
。

［
拙
宅
三
の
国

カ
マ
ス
に
入
れ
て
、
一
週
間
ほ

ど
川
や
池
に
つ
け
る
。

［
幽
m
作
用
凸

き
れ
い
に
均
し
た
ウ
ネ
の
上
に

廠
モ
ミ
を
ま
き
、
灰
を
か
ぶ
せ
て

苗
を
育
て
る
。

［
岡
抑
地
理

主
に
子
ど
も
が
、
学
校
か
ら
連

れ
ろ
れ
て
、
苗
の
糞
に
つ
い
た
虫

の
卵
を
取
る
。

［
諷
刺
糾
］

田
ん
ぼ
に
水
路
か
ら
水
を
引
き

入
れ
る
。

［
㈹
酬
色
盲
こ
な
し
、
田
こ
し

ら
え
）牛に
ウ
マ
グ
ワ
　
（
マ
グ
ワ
）
　
を

引
か
せ
て
、
土
を
や
わ
ら
か
く
し

平
ら
に
す
る
。

〕
叩
間
仙
凹

代
か
き
の
と
き
に
肥
　
（
人
糞
）

を
入
れ
る
。

［
尚
阿
凹

苗
代
の
苗
を
取
っ
て
束
ね
る
。

［
閻
栖
鳳
］

稲
の
苗
を
田
ん
ぼ
に
植
え
る
。

「
水
利
獅
］

田
に
水
を
入
れ
続
け
る
。
と
き

に
は
水
車
で
く
み
上
げ
る
。

［
一
鼎
加
m
凹

何
度
も
雑
草
を
取
る
。

［
担
い
叩
い

草
取
り
の
途
中
で
肥
を
や
る
。

［
出
幽
所
出
（
干
し
上
げ
、
中
干

し
干
し
田
）

土
用
の
か
ん
か
ん
照
り
の
こ
ろ

に
、
水
を
抜
い
て
、
田
を
干
す
。

［
幽
劇
甘
口

刈
っ
て
き
た
草
を
、
肥
料
と
し

て
敷
く
。

「
イ
ナ
ゴ
取
り
］

稲
を
食
い
荒
ら
す
イ
ナ
ゴ
を
取

る
。
コ
開
削
V
‥
二
田
刈
り
）

．
稲
を
刈
っ
て
束
ね
る
。

［
掴
粥
．
づ
□
訂
汽
〔
研
け
］

束
ね
た
稲
を
、
イ
ナ
ギ
に
架
け

て
干
す
。

［
弼
閲
阿
〓
脱
穀
）

脱
穀
機
を
使
っ
て
、
稲
束
か
ら

モ
ミ
を
は
ず
す
。

モ
ミ
を
ム
シ
ロ
に
広
げ
て
干
す
。

．
（
葺
け

モ
ミ
す
り
機
で
、
モ
ミ
の
皮
を

む
い
て
玄
米
に
す
る
。

［
綺
粥
］

体
験
談

「
あ
ん
な
苦
労
は
二
度
と
で
け
ま

へ
ん
な
あ
。
み
ん
な
が
や
っ
て
い

た
か
ら
で
け
た
の
で
す
。
」

二
番
し
ん
ど
か
っ
た
の
は
草
取

り
で
す
。
真
夏
の
月
に
照
ら
さ
れ

て
、
腰
を
か
が
れ
て
な
あ
。
」

担
当
　
（
源
）



第　6　号

◎
前
号
の
『
味
舌
の
村
々
』
の
続
き

坪
井
村
－
味
舌
五
力
村
の
一
つ

l：叔浄机に－ノえ凋偽書

境
川
右
伴
に
付
置
し
、
対
岸
は

三
宅
郷
太
中
・
小
坪
井
両
村
、
村

の
北
西
端
を
亀
岡
街
道
が
通
り
、

村
の
中
火
を
茨
木
村
（
現
茨
木
市
）

方
面
へ
の
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。

「
天
文
日
記
」
天
文
元
年
（
一
五

三
六
年
）
四
月
一
〇
日
灸
に
石
山

本
願
寺
（
跡
地
は
大
阪
市
中
央
区
）

の
証
加
が
上
洛
の
際
「
摂
州
つ
ぼ

い
を
く
り
四
五
人
興
二
の
り
て
被

上
候
、
興
も
つ
ぼ
い
迄
行
儀
」
と

あ
り
、
お
そ
ら
く
当
村
付
近
か
ら

富
凹
付
（
現
高
槻
市
）
に
向
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
村
名
は

慶
長
一
〇
年
二
六
〇
五
年
）
の

叔
津
問
絵
図
に
は
大
坪
井
村
と
み

え
ま
す
．
天
和
三
年
二
六
八
三

年
）
の
摂
津
国
御
料
私
領
村
高
帳

に
「
坪
井
村
」
と
し
て
四
六
〇
石

余
が
記
せ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
初
頭
に
織
田
信
長
の
弟
長
益
（

有
楽
）
　
の
知
行
と
な
り
長
益
か
ら

子
の
大
和
戒
重
藩
（
後
の
芝
村
藩
）

藩
主
長
政
に
譲
ら
れ
、
以
後
幕
末

ま
で
同
語
領
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

用
水
は
山
田
川
の
上
堰
と
、
当

村
と
味
舌
上
・
庄
屋
の
三
力
村
立

会
の
味
古
池
（
現
在
の
市
場
池
）

か
ら
取
水
を
し
て
い
ま
し
た
。
安

政
三
年
二
八
五
六
年
）
に
は
新

地
も
掘
ら
れ
ま
し
た
．
当
村
内
に

正
覚
寺
と
須
佐
之
身
命
神
社
が
あ

り
、
同
社
は
坪
井
・
味
舌
上
・
正

普
寺
・
庄
屋
の
四
力
村
の
鎮
守
社

で
、
明
和
五
年
二
七
六
八
年
）

に
神
興
を
新
調
す
る
際
、
造
作
費

用
は
氏
地
四
力
村
で
分
担
し
て
い

ま
す
。

※
以
上
で
『
味
舌
の
村
々
』
は
終

わ
り
ま
す
。江

戸
時
代
の
村

江
戸
時
代
の
日
本
の
人
口
は
平

均
三
千
万
人
と
推
定
さ
れ
ま
す
が

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
農
民
で
あ
り
、

領
主
に
と
っ
て
、
漁
師
・
木
こ
り
・

在
郷
町
刀
商
人
も
農
民
で
あ
っ
て

村
と
い
う
枠
で
把
握
し
て
い
ま
し
た
．
つ
ま
り
、
村
は
支
配
や
孤
税
の
単
位

で
あ
っ
た
し
、
ま
た
農
民
に
は
生
産
や
信
仰
の
共
同
体
で
も
あ
り
ま
し
た
。

平
均
的
な
村
は
耕
地
約
五
〇
町
華
村
高
約
五
〇
〇
石
、
農
家
戸
数
四
〇

か
ら
五
〇
戸
、
村
役
人
は
名
主
（
庄
屋
）
一
名
、
組
琴
二
名
ほ
ど
、
百
姓
代

数
名
、
そ
れ
に
雑
用
を
勤
め
る
定
使
一
名
で
し
た
。
村
の
行
事
に
は
本
百
姓

（
高
持
百
姓
）
だ
け
で
他
の
百
姓
（
無
高
百
姓
）
は
参
加
出
来
ま
せ
ん
。
本

百
姓
も
埠
質
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
の
卿
は
現
在
の
大
字
に
相
当
し
ま

す
。
そ
の
大
字
に
数
軒
の
文
書
を
伝
存
す
る
町

豪
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
文
帝
を
関
連
さ
恒

せ
な
が
ら
当
時
の
村
と
農
民
の
時
代
の
輪
郭
日

が
理
解
で
き
る
図
で
す
。

ヰ寸方コ貪：＝審
、、－

※
平
凡
社

「
大
阪
府
の
地
名
」
及
び
柏
書
房

「
農
民
生
活
史
辞
典
」
よ
り

担
当
　
（
箸
荷
）
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考
古
雑
嘩
∴
÷
二
川
二

キ
ー
ワ
ー
ド
②
　
「
長
い
L

約
回
は
二
‥
内
丸
山
遺
跡
を
理
解

す
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
う
ち

「
大
き
い
」
　
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
今
回
は
つ
づ
き
と
し
て
、

「
長
い
」
　
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

長
い
と
は
、
長
期
に
わ
た
る
生

活
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を

さ
し
ま
す
。
今
か
ら
約
五
五
〇
〇

年
～
四
〇
〇
〇
年
前
の
時
代
　
（
縄

文
時
代
前
期
～
中
期
）
　
に
か
け
て

約
一
五
〇
〇
年
間
も
集
落
が
営
ま

れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
集

落
の
規
模
は
各
時
期
に
よ
っ
て
差

は
あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
安
定

し
た
文
化
を
育
ん
で
い
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
間
張
蕗
の
中
で
は
、
前
号

で
解
説
し
た
大
型
の
掘
立
柱
建
物

や
大
型
竪
穴
住
居
や
盛
土
遺
構
な

ど
が
計
画
的
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
集
落
域
の
外
に
は
、

ゴ
ミ
捨
俊
、
．
墓
、
粘
土
採
掘
穴
な

ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
状
況
は
現
代
の
　
「
都
市
計

画
」
　
と
比
較
し
て
も
ひ
け
を
と
ら

な
．
い
ほ
ど
高
度
な
も
の
で
す
。

さ
ら
に
重
要
な
植
物
供
給
汝
で

あ
る
ク
リ
林
ま
で
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
遺
跡
の
縄
文
時
代
前
期
と
考

え
ら
れ
る
層
か
ら
多
量
（
全
植
物

潰
体
中
約
八
〇
％
）
　
の
ク
リ
の
花

粉
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
八

〇
％
と
い
う
数
字
は
三
内
丸
山
遺

跡
の
人
々
が
ク
リ
を
主
食
と
し
て

計
画
的
に
栽
培
し
て
い
た
と
想
定

す
る
に
充
分
な
数
字
と
い
え
ま
す
。

彼
ら
は
大
規
模
に
管
理
さ
れ
た
農

園
を
経
営
し
て
い
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
農
耕
の
は
じ
ま
り
は

縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
に

か
け
て
の
時
期
に
大
陸
か
ら
導
入

さ
れ
る
稲
作
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
内
丸

山
遺
跡
で
は
ク
リ
花
粉
以
外
に
も

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
や
ゴ
ボ
ウ
の
植
物
遺

体
が
発
見
さ
れ
て
お
り
従
来
の
定

説
が
く
つ
が
え
り
縄
文
時
代
前
期

の
段
階
で
農
耕
が
行
な
わ
れ
て
い

た
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
た
と
言

え
ま
す
。

三
内
丸
山
遺
跡
の
人
口
は
最
高

で
縄
文
時
代
中
期
に
は
五
〇
〇
人

に
達
し
た
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
の
人
々
が
生
活
す
る
に

は
狩
猟
・
採
集
の
み
で
は
不
可
能

と
思
わ
れ
、
な
ん
ら
か
の
農
耕
な

し
で
は
長
期
間
の
集
落
を
営
む
こ

と
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す

（
つ
づ
く
）

□
■
ロ
不
定
期
連
載
ロ
ト
ロ

◎
現
在
も
周
辺
地
域
に
お
い
て
調
査
中

摂
津
市
域
璽
追
跡
◎

【
か
】
　
唐
舌
・
鏡
遺
跡

○
奈
良
県
田
原
本
町
に
所
在
㌻
る

日
本
列
島
有
数
の
規
模
を
有
す
る

弥
生
時
代
の
環
汝
集
落
跡
で
す
っ

弥
生
時
代
の
各
時
期
の
土
器
が
数

屈
回
儀
應
諭
等
劇
を
超
介
し
ま
心

た
二
今
回
は
隕
紺
池
遺
跡
に
つ
い

て
魂
許
し
ま
す
。

【
所
在
】
　
摂
津
市
庄
屋

【
種
類
】
　
集
落
跡

【
時
代
】
　
古
墳
時
代
後
期

（
大
阪
府
文
化
財
地
名
表
よ
り
）

◎
昭
和
八
年
、
須
恵
器
の
完
形
品
が

採
集
さ
れ
る
。
（
現
味
舌
天
満
宮
蔵
）

◎
昭
和
六
二
年
、
大
阪
府
教
育
委
員

会
が
発
掘
調
査
を
実
施
。

多
く
倹

生
式
土

牛
の
大

立
さ
れ

○
ま
た

木
器
な

稀
作
農

態
が
解

日
。
弥

．
器
の
編

網
が
碓

ま
し
た
。

多
量
の

ど
か
ら

桝
の
英

明
さ
れ

る
な
ど
大
き
な
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。
○
近
年
の
調
査
で
は
、
多
琉

な
青
銅
器
の
鋳
型
も
出
土
し
注
目

を
艶
め
て
い
ま
す
」担
当
　
（
伊
部
）


